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2010  

 

Cl

Cl+

ベンゼン環を自在につなぎ合わせる新手法 

いかにしてベンゼン環をつなげるか？ 

ベンゼン ナノグラフェン 

本研究：フェニレンを２つつなげる 
　　　　新触媒反応を開発 

フェニレン フェニレン 

クロスカップリングで合成 
（2010年ノーベル賞） 

①新触媒反応（環化二量化反応） 
②酸化反応（ショール縮環反応） 
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■従来法の反応物（ウルマン二量化）からは、ナノグラフェンが作れなかった

フェニレン

ウルマン二量化 酸化反応

ナノグラフェンに
ならない

Cl

Cl+ ＝

①ジッパーの起点となる環構造の構築（新触媒反応）

環化二量化反応

パラジウム触媒

ジッパーの留め具として働く

②ジッパーを閉じるようにナノグラフェンを合成（ショール縮環反応）

ショール縮環反応

ナノグラフェン生成

ジッパーをしめるように
ナノグラフェンが生成
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縮環反応鈴木‒宮浦
カップリング 環化二量化

Cl Cl
(a) (b) (c)

さまざまなフェニレン二量体が合成可能（未知構造ナノグラフェンに希望）
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“Synthesis of partially and fully fused polyaromatics by annulative chlorophenylene 

dimerization” 

 

Yoshito Koga, Takeshi Kaneda, Yutaro Saito, Kei Murakami, Kenichiro Itami  

     

doi 10.1126/science.aap9801 
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